
(57)【要約】

【課題】万が一アクチュエータが故障した際に、アクチ

ュエータの修理を簡単におこなうことができ、かつシー

トバックの姿勢を簡単に変えることができる車両用シー

トの電動収納構造を提供する。

【解決手段】車両用シートの電動収納構造２０は、シー

トバック２２にロック機構４６を解除するロック解除手

段４７を内蔵し、ロック解除手段４７を駆動モータ７０

および駆動モータ７０とロック機構４６とを連結する連

結ケーブル１１０で構成するとともに、連結ケーブル１

１０を駆動モータ７０から切り離し可能に構成し、連結

ケーブル１１０を駆動モータ７０から切り離すために、

シートバック２２に開閉自在の作業孔１３２を設けたも

のである。

【選択図】　　　　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ト バ ッ ク の ロ ッ ク 機 構 を 解 除 す る こ と に よ り 渦 巻 き ば ね の ば ね 力 で シ ー ト バ ッ ク を 車
体 前 方 に 前 倒 さ せ 、 こ の 状 態 で シ ー ト ク ッ シ ョ ン お よ び シ ー ト バ ッ ク を 一 体 に 車 体 後 方 に
揺 動 さ せ て シ ー ト ク ッ シ ョ ン 後 方 の フ ロ ア 凹 部 に 収 納 さ せ る 車 両 用 シ ー ト に お い て 、
前 記 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 を 解 除 す
る ロ ッ ク 解 除 手 段 を 内 蔵 し 、
こ の ロ ッ ク 解 除 手 段 を ア ク チ ュ エ ー タ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ と ロ ッ ク 機 構 と を 連 結 す る 連
結 ケ ー ブ ル で 構 成 す る と と も に 、 こ の 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 し 可 能 に
構 成 し 、
連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 す た め に 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ
ン 側 の い ず れ か 一 方 に 、 開 閉 自 在 の 作 業 孔 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 シ ー ト の 電 動
収 納 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ ロ ン ト シ ー ト の 後 方 に 配 置 し た 最 後 部 の リ ヤ シ ー ト を 電 動 で 収 納 ・ 復 帰 さ せ
る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
車 両 の な か に は ６ ～ ７ 人 が 乗 車 で き る よ う に フ ロ ン ト シ ー ト の 後 方 に 第 １ リ ヤ シ ー ト と 第
２ リ ヤ シ ー ト と を 備 え た も の が あ り 、 例 え ば 第 ２ リ ヤ シ ー ト を 折 り 畳 ん で 車 室 内 に 大 き な
空 間 を 形 成 す る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ５ ― ４ ０ ０ ２ ９ 号 公 報 （ 第 ５ － ６ 頁 、 図 ３ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 特 許 文 献 １ に つ い て 次 図 を 参 照 の 上 、 詳 し く 説 明 す る 。
図 ２ ５ は 従 来 の 車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 符 号 を 振 り 直 し た 。
車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 ２ ０ ０ は 、 自 動 車 の 最 後 部 に 備 え た 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を 、 通
常 乗 員 ２ ０ ２ が 座 る こ と が で き る よ う に 実 線 で 示 す よ う に 配 置 し て お き 、 例 え ば 車 室 ２ ０
３ 内 に 大 き な 荷 物 を 載 せ る 際 に は 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を 後 方 の フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 収
納 す る よ う に 構 成 し て い る 。
こ の 車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 ２ ０ ０ を フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 収 納 す る 一 例 を 次 図 で 詳 し く 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ２ ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 従 来 の 車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 ２ ０ ０ の 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を フ ロ ア 凹 部 ２
０ ４ に 収 納 す る 際 に は 、 先 ず 、 シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ を 矢 印 の 如 く 前 倒 し て 、 シ ー ト ク ッ シ
ョ ン ２ ０ ７ と 重 ね 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ ｂ ） に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ ７ と 重 ね 合 わ せ た シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ か ら ヘ ッ ド
レ ス ト ２ ０ ８ を 外 し て 車 室 ２ ０ ３ 内 に 備 え た ヘ ッ ド レ ス ト 収 納 部 ２ ０ ９ （ （ ｂ ） 参 照 ） に
収 納 す る 。
次 に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ ７ を 支 軸 部 ２ １ ０ を 軸 に し て 矢 印 の 如 く シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６
と 一 体 的 に 後 方 に ス イ ン グ さ せ る 。
（ ｃ ） に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ ７ お よ び シ ー ト バ ッ ク ２ ６ （ 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０
１ ） を フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ は そ れ 自 体 が 比 較 的 重 量 物 で あ り 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １
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を 人 手 で 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ て フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 収 納 す る た め に は 、 大 き な 操 作 力
が 必 要 に な る 。
加 え て 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 収 納 す る 際 に 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０
１ の ロ ッ ク を 解 除 し な が ら 人 手 で ス イ ン グ さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の た め 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 収 納 す る 際 に 、 手 間 が 比 較 的 か か
り 、 そ の 点 で 改 良 の 余 地 が あ っ た 。
こ の 不 具 合 を 改 良 す る 手 段 と し て 、 例 え ば 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 電
動 で 収 納 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ こ で 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト ２ ０ １ を フ ロ ア 凹 部 ２ ０ ４ に 電 動 で 収 納 す る た め に は 、 シ ー ト バ
ッ ク ２ ０ ６ を 前 倒 さ せ る た め に 、 電 動 モ ー タ な ど の ア ク チ ュ エ ー タ を シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６
内 に 内 蔵 さ せ る こ と に な る 。
こ の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 あ っ て は な ら な い こ と で あ る が 、 万 が 一 故 障 し た 場 合 に 、 修 理 を
お こ な う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し 、 ア ク チ ュ エ ー タ を シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ 内 に 内 蔵 し て い る の で 、 ア ク チ ュ エ ー タ は
、 シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ を 構 成 す る シ ー ト パ ッ ド や カ バ ー で 覆 わ れ て い る 。
よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 修 理 を お こ な う 際 に は 、 例 え ば シ ー ト パ ッ ド や カ バ ー に 修 理 を
お こ な う た め の 開 口 を 開 け る 必 要 が あ り 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 修 理 に 時 間 が か か る 。
【 ０ ０ １ １ 】
加 え て 、 万 が 一 シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ の 前 倒 中 に 、 ア ク チ ュ エ ー タ が 故 障 し た 場 合 に 、 例 え
ば シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ の 姿 勢 を 変 え る こ と が で き な く な る 虞 が あ る 。
よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 修 理 す る ま で は 、 シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ が 不 自 然 な 姿 勢 で 静 止 し
た ま ま に な る 。
こ の た め 、 車 両 の 使 用 者 は シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ６ が 不 自 然 な 姿 勢 ま ま で 、 車 両 を 使 用 し な け
れ ば な ら な い の で 、 車 両 の 使 い 勝 手 を 好 適 に 維 持 す る こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 万 が 一 ア ク チ ュ エ ー タ が 故 障 し た 際 に 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 修 理
を 簡 単 に お こ な う こ と が で き 、 か つ シ ー ト バ ッ ク の 姿 勢 を 簡 単 に 変 え る こ と が で き る 車 両
用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ は 、 シ ー ト バ ッ ク の ロ ッ ク 機 構 を 解 除 す る こ と に よ り
渦 巻 き ば ね の ば ね 力 で シ ー ト バ ッ ク を 車 体 前 方 に 前 倒 さ せ 、 こ の 状 態 で シ ー ト ク ッ シ ョ ン
お よ び シ ー ト バ ッ ク を 一 体 に 車 体 後 方 に 揺 動 さ せ て シ ー ト ク ッ シ ョ ン 後 方 の フ ロ ア 凹 部 に
収 納 さ せ る 車 両 用 シ ー ト に お い て 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ
か 一 方 に 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 を 解 除 す る ロ ッ ク 解 除 手 段 を 内 蔵 し 、 こ の ロ ッ ク 解 除 手 段 を ア
ク チ ュ エ ー タ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ と ロ ッ ク 機 構 と を 連 結 す る 連 結 ケ ー ブ ル で 構 成 す る と
と も に 、 こ の 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 し 可 能 に 構 成 し 、 連 結 ケ ー ブ ル を
ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 す た め に 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か
一 方 に 、 開 閉 自 在 の 作 業 孔 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に ロ ッ ク 解 除 手 段 を 内 蔵 し 、 ロ ッ
ク 解 除 手 段 の ア ク チ ュ エ ー タ を 連 結 ケ ー ブ ル で ロ ッ ク 機 構 に 連 結 す る と と も に 、 連 結 ケ ー
ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 し 可 能 に 構 成 し た 。
加 え て 、 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 す た め に 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト
ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に 開 閉 自 在 の 作 業 孔 を 設 け た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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よ っ て 、 ロ ッ ク 解 除 手 段 の 操 作 中 に 、 起 こ り え な い こ と で あ る が 、 万 が 一 ア ク チ ュ エ ー タ
が 故 障 し た 場 合 に 、 作 業 孔 を 利 用 し て 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 簡 単 に 外 す こ と
が で き る 。
こ の よ う に 、 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 外 す こ と で 、 ロ ッ ク 機 構 か ら ア ク チ ュ エ
ー タ を 切 り 離 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 機 構 を ロ ッ ク 状 態 に 戻 す こ と が で き 、
シ ー ト バ ッ ク を 静 止 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 ロ ッ ク 機 構 か ら ア ク チ ュ エ ー タ を 切 り 離 し た 状 態 で 、 連 結 ケ ー ブ ル を 手 動 で 引 張 る
こ と に よ り ロ ッ ク 機 構 の ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ト バ ッ ク を 所
望 位 置 ま で ス イ ン グ さ せ て 、 好 適 な 姿 勢 に 静 止 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
加 え て 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に 開 閉 自 在 の 作 業 孔 を 設
け る こ と で 、 万 が 一 ア ク チ ュ エ ー タ が 故 障 し た 場 合 に 、 作 業 孔 を 利 用 し て ア ク チ ュ エ ー タ
の 修 理 を 簡 単 に お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 図 面 は 符 号 の 向 き に 見
る も の と す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 備 え た 車 両 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
車 両 １ ０ は 、 車 室 １ １ を 構 成 す る フ ロ ア １ ２ に ド ラ イ バ ー シ ー ト お よ び パ ッ セ ン ジ ャ シ ー
ト か ら な る フ ロ ン ト シ ー ト １ ３ を 備 え 、 フ ロ ン ト シ ー ト １ ３ の 後 方 に 第 １ リ ヤ シ ー ト １ ４
を 備 え 、 第 １ リ ヤ シ ー ト の 後 方 に 第 ２ リ ヤ シ ー ト （ 車 両 用 シ ー ト ） １ ５ の 姿 勢 を 変 更 さ せ
て フ ロ ア 凹 部 １ ６ 内 に 収 納 す る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ を 備 え る 。
第 １ 、 第 ２ の リ ヤ シ ー ト １ ４ ， １ ５ は 左 右 そ れ ぞ れ 独 立 し た シ ー ト で あ る 。
以 下 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ は 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ を 備 え る 。 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５
は 、 フ ロ ア １ ６ 上 に シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を 設 け 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ の 後 部 に 前 倒 ・
後 倒 可 能 に 左 右 の シ ー ト バ ッ ク ２ ２ ， ２ ３ を 設 け 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ の 頂 部 に 前 倒 ・ 後
倒 可 能 に 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 設 け 、 右 シ ー ト バ ッ ク ２ ３ の 頂 部 に 前 倒 ま た は 後 倒 可 能 に
右 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ５ を 設 け た も の で あ る 。
第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ の 後 方 で 、 か つ 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ の 側 面 か ら 離 れ た 部 位 に シ ー ト 操
作 ス イ ッ チ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 詳 細 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） の ク ッ シ ョ ン フ
レ ー ム ２ ７ 後 端 部 に 支 軸 部 ２ ８ を 取 り 付 け 、 支 軸 部 ２ ８ の 右 端 部 ２ ８ ａ を 取 付 部 材 ２ ９ を
介 し て 車 体 １ ７ に 回 転 自 在 に 取 り 付 け る と と も に 、 支 軸 部 ２ ８ の 左 端 部 ２ ８ ｂ を 揺 動 手 段
３ ０ に 取 り 付 け 、 こ の 揺 動 手 段 ３ ０ を 車 体 １ ７ に 取 り 付 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ は 、 ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ２ ７ の 前 端 部 に 左 右 の ク
ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ ， ３ ３ を 備 え 、 ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ２ ７ の 左 右 の 着 座 位 置 ３ ４ ，
３ ４ を 外 し た 中 央 部 位 ３ ５ （ 図 ２ 参 照 ） に 制 御 部 ３ ６ を 、 例 え ば ボ ル ト な ど で 取 り 付 け た
も の で あ る 。
こ の 制 御 部 ３ ６ は 、 一 例 と し て 、 外 枠 を 矩 形 状 の 箱 体 に 形 成 し 、 図 ２ に 示 す よ う に シ ー ト
ク ッ シ ョ ン ２ １ に 内 蔵 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 実 施 形 態 に お い て は 、 制 御 部 ３ ６ を ボ ル ト で 止 め た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 他
の 手 段 で 制 御 部 ３ ６ を 取 り 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。
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ま た 、 実 施 形 態 に お い て は 、 制 御 部 ３ ６ の 外 枠 を 矩 形 状 の 箱 体 と し て 説 明 す る が 、 制 御 部
３ ６ の 形 状 は こ れ に 限 る も の で は な く そ の 他 の 形 状 を 採 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ は 、 ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ２ ７ の 後 端 部 に 、 左 側
の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ ４ ０ を 介 し て 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ （ 図 ２ 参 照 ） の 左 バ ッ ク フ
レ ー ム ４ １ を 車 体 前 後 方 向 に 揺 動 自 在 に 取 り 付 け る と と も に 、 右 側 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ
ャ ス タ ４ ３ を 介 し て 右 シ ー ト バ ッ ク ２ ３ （ 図 ２ 参 照 ） の 右 バ ッ ク フ レ ー ム ４ ４ を 車 体 前 後
方 向 に 揺 動 自 在 に 取 り 付 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
加 え て 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ は 、 左 側 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ ４ ０ の 左
ロ ッ ク 機 構 （ ロ ッ ク 機 構 ） ４ ６ を 解 除 す る 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 （ ロ ッ ク 解 除 手 段 ） ４ ７ を 左
バ ッ ク フ レ ー ム ４ １ に 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ を 介 し て 設 け 、 右 側 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス
タ ４ ３ の 右 ロ ッ ク 機 構 （ ロ ッ ク 機 構 ） ５ １ を 解 除 す る 右 ロ ッ ク 解 除 手 段 （ ロ ッ ク 解 除 手 段
） ５ ２ を 右 バ ッ ク フ レ ー ム ４ ４ に 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ５ ３ を 介 し て 設 け 、 シ ー ト 操 作 ス イ ッ チ
を 左 シ ー ト バ ッ ク の 後 方 の 車 体 に 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
揺 動 手 段 ３ ０ は 、 駆 動 モ ー タ ５ ５ の 回 転 を 減 速 ギ ヤ 群 ５ ６ を 介 し て 支 軸 部 ２ ８ に 伝 え る こ
と で 、 例 え ば 駆 動 モ ー タ ５ ５ を 逆 転 さ せ る こ と で 支 軸 部 ２ ８ を 正 転 さ せ 、 駆 動 モ ー タ ５ ５
を 正 転 さ せ る こ と で 支 軸 部 ２ ８ を 逆 転 さ せ る こ と が で き る 。
駆 動 モ ー タ ５ ５ お よ び 減 速 ギ ヤ 群 ５ ６ を ブ ラ ケ ッ ト ５ ７ を 介 し て 車 体 １ ７ に 取 り 付 け る 。
駆 動 モ ー タ ５ ５ を 第 １ ハ ー ネ ス ５ ８ を 介 し て 制 御 部 ３ ６ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ は 、 図 ９ に 示 す ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ 、 ロ ッ
ク ／ リ リ ー ス 検 知 ス イ ッ チ ６ １ お よ び ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ を 備 え る 。
ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ 、 ロ ッ ク ／ リ リ ー ス 検 知 ス イ ッ チ ６ １ お よ び ラ ッ チ
ス イ ッ チ ６ ２ を 第 ２ ハ ー ネ ス ６ ３ を 介 し て 制 御 部 ３ ６ に 接 続 す る 。
な お 、 右 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ３ は 、 左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ と 同 じ 構 成 な の で 、
右 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ３ の 構 成 部 材 に 左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ と 同 じ 符 号 を 付 し
て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
左 リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ ４ ０ の 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ は 、 図 ５ に 示 す ロ ッ ク オ ン 検 知 ス イ
ッ チ ６ ５ 、 前 倒 れ 検 知 ス イ ッ チ ６ ６ 、 ロ ッ ク オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ を 備 え る 。
ロ ッ ク オ ン 検 知 ス イ ッ チ ６ ５ 、 前 倒 れ 検 知 ス イ ッ チ ６ ６ 、 ロ ッ ク オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ を
第 ３ ハ ー ネ ス ６ ８ を 介 し て 制 御 部 ３ ６ に 接 続 す る 。
な お 、 右 ロ ッ ク 機 構 ５ １ は 、 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ と 同 じ 構 成 な の で 、 左 ロ ッ ク 機 構 ５ １ の 構
成 部 材 に 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ と 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ は 、 図 ５ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 駆 動 モ ー タ ７ ０ （ ア ク チ ュ エ ー タ ） 、
上 ・ 下 の ホ ー ル セ ン サ ７ １ ， ７ ２ を 備 え る 。
な お 、 右 ロ ッ ク 解 除 手 段 ５ ２ は 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ と 同 じ 構 成 な の で 、 右 ロ ッ ク 解 除
手 段 ５ ２ の 構 成 部 材 に 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ と 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
駆 動 モ ー タ ７ ０ 、 上 ・ 下 の ホ ー ル セ ン サ ７ １ ， ７ ２ を 第 ４ ハ ー ネ ス ７ ３ を 介 し て 制 御 部 ３
６ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
シ ー ト 操 作 ボ タ ン ２ ６ で 操 作 す る 収 納 ス イ ッ チ ３ ７ お よ び 復 帰 ス イ ッ チ ３ ８ に 、 第 ５ ハ ー
ネ ス ７ ５ を 介 し て 制 御 部 ３ ６ に 接 続 す る 。 第 ５ ハ ー ネ ス ７ ５ は 、 途 中 か ら 第 １ ハ ー ネ ス ５
８ と 一 体 に 制 御 部 ３ ６ ま で 延 ば し た も の で あ る 。
シ ー ト 操 作 ボ タ ン ２ ６ は 、 収 納 操 作 部 ２ ６ ａ お よ び 復 帰 操 作 部 ２ ６ ｂ を 備 え て い る 。 収 納
操 作 部 ２ ６ ａ を 押 す こ と に よ り 収 納 ス イ ッ チ ３ ７ を オ ン に す る こ と が で き 、 復 帰 操 作 部 ２
６ ｂ を 押 す こ と に よ り 復 帰 ス イ ッ チ ３ ８ を オ ン に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ （ ａ ） は 図 ２ の ４ － ４ 線 断 面 図 で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は ヘ ッ ド レ ス ト を 前 倒 さ せ た 状 態
を 示 す 断 面 図 で あ る 。
左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ は 、 左 バ ッ ク フ レ ー ム ４ １ の 頂 部 ４ １ ａ に は 一 対 の 支 え 部 材 ８ １ ， ８
１ （ 図 ３ も 参 照 ） を 所 定 間 隔 を お い て 配 置 し 、 そ れ ぞ れ の 支 え 部 材 ８ １ ， ８ １ の 差 込 孔 ８
２ ， ８ ２ に 差 込 ロ ッ ド ８ ３ ， ８ ３ を 差 し 込 み 、 こ れ ら の 差 込 ロ ッ ド ８ ３ ， ８ ３ の 先 端 の 折
曲 部 ８ ３ ａ ， ８ ３ ａ に ブ ラ ケ ッ ト （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 回 転 シ ャ フ ト ８ ５ を 回 転 自 在 に 取
り 付 け 、 回 転 シ ャ フ ト ８ ５ に 支 え ロ ッ ド ８ ６ を 取 り 付 け 、 支 え ロ ッ ド ８ ６ を 車 体 後 方 に 揺
動 さ せ る コ イ ル ば ね ８ ７ を 回 転 シ ャ フ ト ８ ５ に 設 け 、 コ イ ル ば ね ８ ７ の ば ね 力 に 抗 し て 支
え ロ ッ ド ８ ６ を 使 用 位 置 Ｐ １ （ （ ａ ） 参 照 ） の 位 置 に 保 持 す る ス ト ッ パ ８ ８ を 折 曲 部 ８ ３
ａ ， ８ ３ ａ に 取 り 付 け 、 支 え ロ ッ ド ８ ６ に ヘ ッ ド レ ス ト 本 体 ８ ６ を 取 り 付 け た も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面 ２ ４ ａ に 所 定 の 荷 重 を か け る こ と に よ り 、 コ イ ル ば ね ８ ７
の ば ね 力 に 抗 し て 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 回 転 シ ャ フ ト ８ ５ を 軸 に し て 車 体 前 方 の 折 畳 位 置
Ｐ ２ （ （ ｂ ） 参 照 ） ま で 折 り 畳 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 折 り 畳 む 方 法 と し て 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 左 シ ー ト バ ッ
ク ２ ２ の 前 倒 に 追 従 さ せ て 折 り 畳 む よ う に 構 成 す る こ と も 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ の 前 倒 に 追 従 さ せ て 折 り 畳 む よ
う に 構 成 す る た め に は 、 シ ー ト バ ッ ク の 前 倒 動 作 を ヘ ッ ド レ ス ト に 伝 え る 部 材 と し て 、 例
え ば 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ の 回 転 軸 部 ９ １ （ 図 ２ 、 図 ３ 参 照 ） か ら 偏 芯 さ せ た 偏 芯 軸 や 、 こ
の 偏 芯 軸 を ヘ ッ ド レ ス ト に 連 結 す る ワ イ ヤ な ど の 部 材 が 必 要 に な り 構 成 が 複 雑 に な る 。
こ の た め 、 部 品 点 数 が 増 え る と と も に 組 立 工 数 が 増 え る こ と で 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 組
付 け に 時 間 が か か っ て い た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ れ に 対 し て 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ は 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面 ２ ４ ａ を
フ ロ ア 凹 部 １ ６ の 後 壁 １ ８ （ 図 １ ９ （ ａ ） 参 照 ） に 当 接 さ せ 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面
２ ４ ａ に 所 定 の 荷 重 を か け て 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 折 り 畳 む よ う に 構 成 し た 。
よ っ て 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ の 回 転 軸 部 ９ １ か ら 偏 芯 さ せ た 軸 や 、 ワ イ ヤ な ど の 部 材 を 不
用 に で き る の で 簡 単 な 構 成 に す る こ と が で き る 。
こ の た め 、 部 品 点 数 を 減 ら す と と も に 組 立 工 数 を 減 ら す こ と で 組 付 け 時 間 を 短 く す る こ と
が で き 、 生 産 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 図 ４ に 示 す 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 前 倒 機 構 は 一 例 を 示 し た も の で あ り 、 こ れ に 限 定
す る も の で は な い 。 要 は 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面 ２ ４ ａ に 所 定 の 荷 重 を か け る こ と で
、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 前 倒 可 能 に 構 成 し 、 後 面 ２ ４ ａ へ の 荷 重 を 除 去 し た 際 に 、 左 ヘ ッ
ド レ ス ト ２ ４ が 使 用 位 置 に 復 帰 可 能 に 構 成 さ れ て い れ ば よ い 。
ま た 、 右 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ５ は 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ と 同 じ 構 成 な の で 、 右 ヘ ッ ド レ ス ト ２
５ の 構 成 部 材 に 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ と 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ５ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ の ロ ッ ク 機
構 お よ び ロ ッ ク 解 除 手 段 を 説 明 す る 図 で あ る 。
左 側 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ ４ ０ の 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ は 、 ベ ー ス ９ ０ を ク ッ シ ョ ン フ
レ ー ム ２ ７ に ボ ル ト 止 め す る と と も に 、 ベ ー ス ９ ０ に 回 転 軸 部 ９ １ を 介 し て プ レ ー ト ９ ２
を 車 体 前 後 方 向 に 揺 動 自 在 に 取 り 付 け 、 ベ ー ス ９ ０ の 上 端 部 に ロ ッ ク 用 の 第 １ 、 第 ２ ギ ヤ
９ ３ ， ９ ４ を 設 け 、 第 １ 、 第 ２ ギ ヤ ９ ３ ， ９ ４ に 噛 み 合 い 可 能 な ロ ッ ク ギ ヤ ９ ５ を 下 揺 動
レ バ ー ９ ６ に 形 成 し 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ を 下 ピ ン ９ ７ を 介 し て プ レ ー ト ９ ２ に 揺 動 自 在 に
取 り 付 け 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 先 端 を 押 圧 す る 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ を 中 間 ピ ン ９ ９ を 介 し
て プ レ ー ト ９ ２ に 揺 動 自 在 に 取 り 付 け 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ の 操 作 ピ ン １ ０ ０ を 嵌 合 孔 １
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０ １ に 嵌 め 込 ん だ 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ を 上 ピ ン １ ０ ３ を 介 し て プ レ ー ト ９ ２ に 揺 動 自 在 に
取 り 付 け 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ と 上 揺 動 レ バ ー １ ２ と に 引 張 り ば ね １ ０ ４ を 掛 け 渡 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
引 張 り ば ね １ ０ ４ の ば ね 力 で 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ を 上 ピ ン １ ０ ３ を 軸 に し て 矢 印 ▲ １ ▼ の
如 く 付 勢 す る こ と に よ り 、 嵌 合 孔 １ ０ １ 内 の 操 作 ピ ン １ ０ ０ を 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ で 矢 印
▲ ２ ▼ の 如 く 押 圧 す る 。
こ れ に よ り 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ の 先 端 で 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 先 端 を 下 方 に 押 し 下 げ る こ
と に よ り 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の ロ ッ ク ギ ヤ ９ ５ を 第 １ ギ ヤ ９ ３ に 噛 み 合 わ せ る 。 よ っ て 、
プ レ ー ト ９ ２ を 所 定 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 左 側 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ ４ ０ の 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ は 、 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２
の 動 作 を 検 知 す る ロ ッ ク オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ を 備 え 、 プ レ ー ト ９ ２ 側 に 設 け た カ ム １ ０
５ で 作 動 さ せ る 前 倒 れ 検 知 ス イ ッ チ ６ ６ を 備 え 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ の 動 作 を 検 知 す る ロ
ッ ク オ ン 検 知 ス イ ッ チ ６ ５ を 備 え る 。
こ の 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ は 、 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ に 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ の 連 結 ケ ー ブ ル １
１ ０ を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ６ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ロ ッ ク 解 除 手 段 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ は 、 左 バ ッ ク フ レ ー ム ４ １ （ 図 ３ 参 照 ） に 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ を 取
り 付 け 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ に 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 設 け 、 駆 動 モ ー タ ７ ０ か ら 昇 降 シ ャ フ ト
１ １ ４ を 突 出 さ せ 、 昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ に マ グ ネ ッ ト １ １ ５ を 取 り 付 け 、 マ グ ネ ッ ト １ １
５ の 延 出 部 １ １ ６ を ガ イ ド １ １ ７ 内 に 差 し 込 み 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ の う ち の 、 昇 降 シ ャ
フ ト １ １ ４ の 上 ・ 下 端 側 に 対 応 す る 部 位 に そ れ ぞ れ 上 ・ 下 の ホ ー ル セ ン サ ７ １ ， ７ ２ を 取
り 付 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ は 、 昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ の 先 端 に 略 ク ラ ン ク 状 に 折 り 曲 げ た
連 結 部 材 １ １ ８ を 取 り 付 け 、 連 結 部 材 １ １ ８ の 嵌 合 溝 １ １ ９ に 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の イ ン
ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 嵌 め 込 む と と も に 、 嵌 合 溝 １ １ ９ の 下 部 に イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ の ス
ト ッ パ 片 １ ２ ０ を 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
さ ら に 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ は 、 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の ア ウ タ ケ ー ブ ル １ １ ２ の 取 付 部
１ ２ １ を 支 え 部 １ ２ ２ の 取 付 溝 １ ２ ３ 内 に 配 置 し 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５ の 先 端 を 取 付 ブ ラ ケ
ッ ト ４ ８ の 係 止 片 １ ２ ６ に 係 止 さ せ る と と も に 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５ の 基 端 を そ れ ぞ れ 係 止
溝 １ ２ ７ ， １ ２ ７ に 係 止 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５ を 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ に 取 り
付 け て 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の 取 付 部 １ ２ が 支 え 部 １ ２ ２ か ら 抜 け 出 す こ と を 防 止 す る よ う
に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ５ に 戻 っ て 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ の 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 駆 動 す る こ と で 、 昇 降 シ ャ フ ト
１ １ ４ を 下 降 す る こ と に イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ で 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ を 上 方 に 引 き 上 げ る
こ と が で き る 。
よ っ て 、 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ を 引 張 り ば ね １ ０ ４ の ば ね 力 に 抗 し て 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ
せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の ロ ッ ク ギ ヤ ９ ５ を 第 １ ギ ヤ ９ ３ か ら
離 し て 、 プ レ ー ト ９ ２ を 回 転 軸 部 ９ １ を 軸 に し て 車 体 前 後 方 向 に 倒 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ７ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ロ ッ ク 解 除 手 段 を 説 明 す る 図 で あ る 。
左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ の 操 作 中 に 、 起 こ り え な い こ と で あ る が 、 万 が 一 駆 動 モ ー タ ７ ０ が
故 障 し た 場 合 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５ の 基 端 を そ れ ぞ れ 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ の 係 止 溝 １ ２ ７ ，
１ ２ ７ か ら 外 し た 後 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５ の 先 端 を 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ の 係 止 片 １ ２ ６ か ら
外 す こ と に よ り 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５ を 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ か ら 取 り 外 す 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の 取 付 部 １ ２ １ を 支 え 部 １ ２ ２ の 取 付 溝 １ ２ ３ か ら 取 り 出 し 、
連 結 部 材 ８ の 嵌 合 溝 １ １ ９ か ら イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 取 り 出 す 。
こ れ に よ り 、 イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 駆 動 モ ー タ ７ ０ か ら 切 り 離 し 、 図 ５ に 示 す 引 張 り ば
ね １ ０ ４ の ば ね 力 で 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の ロ ッ ク ギ ヤ ９ ５ を 第 １ ギ ヤ ９ ３ や 第 ２ ギ ヤ ９ ４ に
噛 み 合 わ せ て 、 プ レ ー ト ９ ２ を 固 定 す る こ と が で き る 。
こ の よ う に 、 万 が 一 駆 動 モ ー タ ７ ０ が 故 障 し た 場 合 で も 、 プ レ ー ト ９ ２ を 固 定 す る こ と が
で き る の で 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を 保 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ロ ッ ク 解 除 手 段 を 説 明
す る 図 で あ る 。
（ ａ ） に 示 す よ う に 、 左 右 の シ ー ト バ ッ ク ２ ２ ， ２ ３ の 後 面 を 覆 う カ バ ー ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ
に は 、 左 右 の ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ ， ５ ２ に 対 応 す る 部 位 １ ３ ０ ， １ ３ ０ に そ れ ぞ れ フ ァ ス
ナ １ ３ １ ， １ ３ １ を 備 え る 。
な お 、 左 右 の フ ァ ス ナ １ ３ １ ， １ ３ １ は 同 一 部 材 で あ り 、 以 下 左 フ ァ ス ナ １ ３ １ に つ い て
説 明 し て 、 右 フ ァ ス ナ １ ３ １ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 左 フ ァ ス ナ １ ３ １ の 内 側 に は 作 業 孔 １ ３ ２ を 備 え る 。 こ の 作 業 孔 １
３ ２ は 開 閉 自 在 に 構 成 さ れ 、 開 く こ と に よ り 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ を 露 出 さ せ る こ と が で
き 、 閉 じ る こ と に よ り 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ を シ ー ト パ ッ ド １ ３ ３ で 覆 う こ と が で き る 。
な お 、 作 業 孔 １ ３ ２ は 、 通 常 は 閉 じ た 状 態 に 保 た れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う に 、 左 フ ァ ス ナ １ ３ １ お よ び 作 業 孔 １ ３ ２ を 備 え る こ と で 、 万 が 一 駆 動 モ ー タ ７
０ が 故 障 し た 場 合 に 、 左 フ ァ ス ナ １ ３ １ お よ び 作 業 孔 １ ３ ２ を 開 い て 、 ロ ッ ク ピ ン １ ２ ５
を 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ４ ８ か ら 取 り 外 し 、 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 駆 動
モ ー タ ７ ０ か ら 簡 単 に 切 り 離 す こ と が で き る 。
加 え て 、 左 フ ァ ス ナ １ ３ １ お よ び 作 業 孔 １ ３ ２ を 備 え る こ と で 、 万 が 一 駆 動 モ ー タ ７ ０ が
故 障 し た 場 合 に 、 左 フ ァ ス ナ １ ３ １ お よ び 作 業 孔 １ ３ ２ を 開 い て 、 こ の 作 業 孔 １ ３ ２ を 利
用 し て 駆 動 モ ー タ ７ ０ な ど の 修 理 を 簡 単 に お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ９ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 を 説 明 す る 図 で
あ る 。
左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ は 、 図 ３ に 示 す ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ２ ７ に ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ５
を 取 り 付 け 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ５ に ラ ッ チ １ ３ ６ を ラ ッ チ ピ ン １ ３ ７ を 介 し て 回 転 自 在 に 取
り 付 け 、 ラ ッ チ １ ３ ６ に 対 向 す る 部 位 に ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ を ラ チ ェ ッ ト ピ ン １ ３ ９ を 介 し
て 回 転 自 在 に 取 り 付 け 、 ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ に 操 作 ロ ッ ド １ ４ ０ を 介 し て ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク
ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ で ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ を ラ チ ェ ッ ト ピ ン １ ３ ９ を 軸 に
し て 矢 印 ▲ ３ ▼ の 如 く ス イ ン グ す る こ と に よ り 、 ラ ッ チ １ ３ ６ の ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が
で き る 。
よ っ て 、 ク ッ シ ョ ン シ ー ト ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） と 一 体 に ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ５ を 上 方 に 持 ち 上 げ
る こ と に よ り 、 ラ ッ チ １ ３ ６ が ラ ッ チ ピ ン １ ３ ７ を 軸 に し て 回 転 し 、 ラ ッ チ １ ３ ６ の 係 合
溝 １ ４ １ か ら ス ト ラ イ カ １ ４ ２ を 外 す こ と が で き る 。
ス ト ラ イ カ １ ４ ２ は 、 車 体 １ ７ の １ ２ （ 図 ２ 、 図 ３ 参 照 ） 側 に 取 り 付 け た 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ は 、 ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ の 動 作 を 検 知 す る ロ ッ ク ／ リ リ
ー ス 検 知 ス イ ッ チ ６ １ を 備 え 、 ラ ッ チ １ ３ ６ の 動 作 を 検 出 す る ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ を 備 え
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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次 に 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ の 動 作 を 図 １ ０ ～ 図 ２ ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 な
お 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ の 動 作 を 実 施 す る 際 に 、 左 右 の シ ー ト バ ッ ク ２ ２ ，
２ ３ や 左 右 の ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ ， ２ ５ が 同 様 に 作 動 す る が 、 こ こ で は 理 解 を 容 易 に す る た
め に 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ や 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の み に つ い て 説 明 し て 、 右 シ ー ト バ ッ ク
２ ３ や 右 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ５ に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
先 ず 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ の 収 納 動 作 を 図 １ ０ ～ 図 １ ９ に 基 づ い て 説 明 す る
。
図 １ ０ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ り 、 図 中 Ｓ Ｔ × × は ス テ ッ プ 番 号 を 示 す 。
Ｓ Ｔ ０ １ ； テ ー ル ゲ ー ト を 開 放 し 、 シ ー ト 操 作 ボ タ ン を 押 し て 収 納 ス イ ッ チ を オ ン に す る
。
Ｓ Ｔ ０ ２ ； ロ ッ ク 機 構 の ロ ッ ク を 解 除 し 、 ば ね 力 で シ ー ト バ ッ ク を 前 倒 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
Ｓ Ｔ ０ ３ ； シ ー ト バ ッ ク を 前 倒 位 置 に ロ ッ ク し た 後 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン の ロ ッ ク を 外 す 。
Ｓ Ｔ ０ ４ ； シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ る 。
Ｓ Ｔ ０ ５ ； 第 ２ リ ヤ シ ー ト （ シ ー ト ク ッ シ ョ ン お よ び 左 シ ー ト バ ッ ク ）
フ ロ ア 凹 部 内 に 収 納 す る 。
以 下 、 Ｓ Ｔ ０ １ ～ Ｓ Ｔ ０ ５ の 内 容 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ １ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 １ 作 用 説 明 図 で あ る 。 （ ａ ） は Ｓ Ｔ ０ １ 、 （ ｂ ） は Ｓ Ｔ ０ ２ の 前 半 に つ い て の 説 明 で あ
る 。
（ ａ ） に お い て 、 使 用 者 １ ４ ５ が 車 体 １ ７ 後 部 に 備 え た テ ー ル ゲ ー ト １ ４ ６ を 上 方 に 開 放
す る 。 テ ー ル ゲ ー ト １ ４ ６ の 開 放 で テ ー ル ゲ ー ト 開 放 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） が オ ン に な る
。
次 に 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ の 後 方 に 設 け た シ ー ト 操 作 ボ タ ン ２ ６ の 収 納 操 作 部 ２ ６ ａ を 指
１ ４ ７ で 押 し て 収 納 ス イ ッ チ ３ ７ を オ ン に す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ｂ ） に お い て 、 テ ー ル ゲ ー ト 開 放 ス イ ッ チ が オ ン で あ る こ と を 制 御 部 ３ ６ （ （ ａ ） 参 照
） で 検 出 し た 後 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ の 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 駆 動 す る 。 駆 動 モ ー タ ７ ０ の
駆 動 に よ り 、 昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ を 矢 印 ａ の 如 く 下 向 き に 移 動 す る 。
昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ が 下 向 き に 移 動 す る こ と に よ り 、 連 結 部 材 １ １ ８ で 連 結 ケ ー ブ ル １ １
０ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 矢 印 ｂ の 如 く 引 く 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 １ ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ２ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ２ の 中 間 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 矢 印 ｂ の 如 く 引 く こ と に
よ り 、 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ を 上 ピ ン １ ０ ３ を 軸 に し て 矢 印 ｃ の 如 く 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ
り 、 嵌 合 孔 １ ０ １ 内 の 操 作 ピ ン １ ０ ０ を 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ で 移 動 さ せ て 、 中 間 揺 動 レ バ
ー ９ ８ を 中 間 ピ ン ９ ９ を 軸 に し て 矢 印 ｄ の 如 く 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ｂ ） に お い て 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ 先 端 ９ ８ ａ を 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 先 端 ９ ６ ａ か ら 外
す と と も に 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ の 中 間 カ ム 面 ９ ８ ｂ で 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 突 片 ９ ６ ｂ を
押 圧 す る 。 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 突 片 ９ ６ ｂ を 押 圧 す る こ と で 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ を 下 ピ ン
９ ７ を 軸 に し て 矢 印 ｅ の 如 く 回 転 さ せ 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の ロ ッ ク ギ ヤ ９ ５ を 上 方 に 持 ち
上 げ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ れ に よ り 、 ロ ッ ク ギ ヤ ９ ５ と 第 １ ギ ヤ ９ ３ と の 噛 み 合 わ せ を 解 除 し 、 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６
の ロ ッ ク 状 態 を 解 除 す る 。 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ の ロ ッ ク 状 態 を 解 除 す る こ と に よ り 、 左 側 の
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リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ ４ ０ に 備 え た 渦 巻 き ば ね （ ス パ イ ラ ル ば ね ） ４ ９ の ば ね 力 で 回
転 軸 部 ９ １ を 軸 に し て プ レ ー ト ９ ２ を 矢 印 ｆ の 如 く 車 体 前 方 に 前 倒 さ せ る 。
こ の と き 、 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ で ロ ッ ク オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ が オ ン に な る 。
な お 、 前 記 渦 巻 き ば ね ４ ９ は 、 通 常 の シ ー ト バ ッ ク を 前 倒 さ せ る た め に 使 用 す る ば ね と 同
じ も の で あ り 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 １ ３ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ３ 作 用 説 明 図
で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ２ の 中 間 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
図 １ ２ に 示 す 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ で ロ ッ ク オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ が オ ン に な る と 、 ロ ッ ク
オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ の オ ン を 制 御 部 ３ ６ （ 図 ３ 参 照 ） が 検 知 し 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７
の 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 停 止 す る 。
こ れ に よ り 、 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ を 下 向 き に 引 い た 状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
な お 、 万 が 一 ロ ッ ク オ フ 検 知 ス イ ッ チ ６ ７ に 不 具 合 が 発 生 し た 場 合 に は 、 マ グ ネ ッ ト １ １
５ が 下 ホ ー ル セ ン サ ７ ２ に 到 達 す る と 、 下 ホ ー ル セ ン サ ７ ２ が マ グ ネ ッ ト １ １ ５ を 検 知 し
、 下 ホ ー ル セ ン サ ７ ２ の 検 知 信 号 に 基 づ い て 制 御 部 ３ ６ が 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 停 止 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ が 過 度 に 下 降 し す ぎ る こ と を 防 い で 、 駆 動 モ ー タ ７ ０ を
保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 １ ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ４ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ２ の 中 間 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 プ レ ー ト ９ ２ が 前 倒 れ 完 了 し た 際 に 、 前 倒 れ 検 知 ス イ ッ チ ６ ６ が カ ム １
０ ５ で 押 さ れ て オ ン に な る 。
（ ｂ ） に お い て 、 （ ａ ） に 示 す 前 倒 れ 検 知 ス イ ッ チ ６ ６ の オ ン を 制 御 部 ３ ６ （ 図 ３ 参 照 ）
が 検 知 し 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ の 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 駆 動 し て 、 昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ を 矢
印 ｇ の 如 く 上 向 き に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
昇 降 シ ャ フ ト １ １ ４ が 所 定 位 置 ま で 上 昇 し て 、 マ グ ネ ッ ト １ １ ５ が 上 ホ ー ル セ ン サ ７ １ に
到 達 す る と 、 上 ホ ー ル セ ン サ ７ １ が マ グ ネ ッ ト １ １ ５ を 検 知 す る 。 上 ホ ー ル セ ン サ ７ １ の
検 知 信 号 に 基 づ い て 制 御 部 ３ ６ が 駆 動 モ ー タ ７ ０ を 停 止 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ の 下 向 き の 引 張 力 を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
図 １ ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ５ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ２ の 後 半 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す 連 結 ケ ー ブ ル １ １ ０ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ １ １ の 下 向
き の 引 張 力 を 解 除 す る こ と で 、 引 張 り ば ね １ ０ ４ の ば ね 力 で 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ を 上 ピ ン
１ ０ ３ を 軸 に し て 矢 印 ｈ の 如 く 回 転 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ れ に よ り 、 嵌 合 孔 １ ０ １ 内 の 操 作 ピ ン １ ０ ０ を 上 揺 動 レ バ ー １ ０ ２ で 矢 印 ｉ の 如 く 押 圧
す る 。 よ っ て 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ を 中 間 ピ ン ９ ９ を 軸 に 矢 印 Ｊ の 如 く 回 転 し 、 中 間 揺 動
レ バ ー ９ ８ の 先 端 ９ ８ ａ で 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 先 端 ９ ６ ａ を 下 方 に 押 し 下 げ る 。
下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の 先 端 ９ ６ ａ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 下 揺 動 レ バ ー ９ ６ の ロ ッ ク ギ ヤ ９
５ を 第 １ ギ ヤ ９ ３ に 噛 み 合 わ せ る 。 よ っ て 、 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ が ロ ッ ク 状 態 に な っ て 、 プ
レ ー ト ９ ２ を 前 倒 れ 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ ｂ ） は 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を プ レ ー ト ９ ２ と 一 体 に 前 倒 れ 位 置 Ｐ １ に 移 動 し 、 左 ロ ッ
ク 機 構 ４ ６ （ （ ａ ） 参 照 ） を ロ ッ ク 状 態 に す る こ と で 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を 前 倒 れ 位 置
Ｐ １ に ロ ッ ク し た 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ ａ ） に 戻 っ て 、 中 間 揺 動 レ バ ー ９ ８ を 中 間 ピ ン ９ ９ を 軸 に 矢 印 Ｊ の 如 く 回 転 す る こ と に
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よ り 、 ロ ッ ク オ ン 検 知 ス イ ッ チ ６ ５ を オ ン に す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
図 １ ６ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ６ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ３ の 前 半 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 ロ ッ ク オ ン 検 知 ス イ ッ チ ６ ５ （ 図 １ ５ （ ａ ） 参 照 ） の オ ン を 制 御 部 ３ ６
（ 図 ３ 参 照 ） が 検 知 し 、 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ を 作 動 さ せ て 操 作 ロ ッ ド １
４ ０ を 矢 印 の 如 く 移 動 す る 。
こ れ に よ り 、 ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ が ラ チ ェ ッ ト ピ ン １ ３ ９ を 軸 に し て 矢 印 ｋ の 如 く ス イ ン グ
す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ ｂ ） に お い て 、 ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ の ロ ッ ク 片 １ ３ ８ ａ を ラ ッ チ １ ３ ６ の ロ ッ ク 爪 １ ３ ６
ａ か ら 外 し て 、 ラ ッ チ １ ３ ６ の ロ ッ ク を 解 除 す る 。 同 時 に 、 ピ ン １ ４ ９ で ロ ッ ク ／ リ リ ー
ス 検 知 ス イ ッ チ ６ １ を 操 作 し て オ ン に す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
図 １ ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ７ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ３ の 後 半 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 ロ ッ ク ／ リ リ ー ス 検 知 ス イ ッ チ ６ １ （ 図 １ ６ 参 照 ） の オ ン を 制 御 部 ３ ６
が 検 知 し 、 制 御 部 ３ ６ は ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ （ 図 １ ６ （ ａ ） 参 照 ） を 停
止 さ せ る と と も に 、 揺 動 手 段 ３ ０ の 駆 動 モ ー タ ５ ５ を 駆 動 す る 。
駆 動 モ ー タ ５ ５ を 駆 動 さ せ て 支 軸 部 ２ ８ を 正 転 さ せ 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を 前 倒 れ 位 置 に
ロ ッ ク し た 状 態 で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を 矢 印 ｍ の 如 く 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ｂ ） に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ （ （ ａ ） 参 照 ） と 一 体 に 左 ロ ッ ク 手 段 ３ ２ の ブ ラ
ケ ッ ト １ ３ ５ が 矢 印 ｍ の 如 く 上 昇 す る こ と に よ り 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ５ に 設 け た ラ ッ チ １ ３
６ が 上 昇 す る 。
ラ ッ チ １ ３ ６ の 係 合 溝 １ ４ １ 内 に は ス ト ラ イ カ １ ４ ２ が 配 置 さ れ て い る の で 、 ラ ッ チ １ ３
６ が 上 昇 す る こ と に よ り 、 係 合 溝 １ ４ １ の 下 辺 １ ４ １ ａ が ス ト ラ イ カ １ ４ ２ と 干 渉 し 、 ラ
ッ チ １ ３ ６ が ラ ッ チ ピ ン １ ３ ７ を 軸 に し て 矢 印 ｎ の 如 く 回 転 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
図 １ ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ８ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ４ に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ を オ ン に す る と と も に 、 ラ ッ チ １ ３ ６ の 係 合 溝 １ ４
１ か ら ス ト ラ イ カ １ ４ ２ が 抜 け 出 し 、 左 ロ ッ ク 手 段 ３ ２ の ロ ッ ク を 解 除 す る 。
ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ の オ ン を 制 御 部 ３ ６ （ 図 ３ 参 照 ） が 検 知 し 、 制 御 部 ３ ６ は ク ッ シ ョ ン
ロ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ６ ０ を 作 動 さ せ て 操 作 ロ ッ ド １ ４ ０ を 矢 印 ｐ の 如 く 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ラ チ ェ ッ ト １ ３ ８ が ラ チ ェ ッ ト ピ ン １ ３ ９ を 軸 に し て 矢 印 ｑ の 如 く ス イ ン グ し て ラ チ ェ ッ
ト １ ３ ８ の カ ム 面 １ ３ ８ ｂ を ラ ッ チ １ ３ ６ の カ ム 面 １ ３ ６ ｂ に 押 し 付 け る 。
こ れ に よ り 、 係 合 溝 １ ４ １ か ら ス ト ラ イ カ １ ４ ２ が 抜 け 出 し た 位 置 に ラ ッ チ １ ３ ６ を 保 持
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ ｂ ） に お い て 、 左 ロ ッ ク 手 段 ３ ２ の ロ ッ ク を 解 除 す る こ と で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を
支 軸 部 ２ ８ を 軸 に 矢 印 ｍ の 如 く 継 続 し て 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ る こ と が で き る 。
こ の 際 に 、 制 御 部 ３ ６ は 駆 動 モ ー タ ５ ５ の モ ー タ 電 流 を 検 出 し 、 検 出 値 が し き い 値 を 超 え
て い る か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
万 が 一 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ が 障 害 物 （ 図 示 せ ず ） に 干 渉 し て モ ー タ 電 流 値 が し き い 値
を 超 え た と き に は 、 駆 動 モ ー タ ５ ５ が 停 止 す る 。
一 方 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ が 障 害 物 に 干 渉 し な い と き に は 、 モ ー タ 電 流 値 が し き い 値 よ
り 小 さ い の で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を 矢 印 ｍ の 如 く 継 続 し て 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ る
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 １ ９ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る
第 ９ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ ０ ５ に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ が 車 体 後 方 に ス イ ン グ し て フ ロ ア 凹 部 １ ６ に 収 納
す る 際 に 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面 ２ ４ ａ が 、 フ ロ ア 凹 部 １ ６ を 構 成 す る 後 壁 １ ８ の 上
端 １ ８ ａ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
こ れ に よ り 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面 ２ ４ ａ に 所 定 の 荷 重 Ｆ が か か り 、 コ イ ル ば ね ８ ７
（ 図 ４ 参 照 ） の ば ね 力 に 抗 し て 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 回 転 シ ャ フ ト ８ ５ を 軸 に し て 矢 印 ｒ
の 如 く 折 り 畳 む こ と が で き る 。
こ の 状 態 で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を 矢 印 ｍ の 如 く 継 続 し て 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ ｂ ） に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ が フ ロ ア 凹 部 １ ６ の 底 面 １ ９ に 当 接 す る 。 駆 動 モ
ー タ ５ ５ の モ ー タ 電 流 値 が し き い 値 を 超 え て 駆 動 モ ー タ ５ ５ が 停 止 す る 。
こ れ に よ り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ お よ び 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ （ 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ ） を
フ ロ ア 凹 部 １ ６ 内 に 収 納 す る 工 程 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
こ の よ う に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ お よ び 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ （ 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ ） を
フ ロ ア 凹 部 １ ６ 内 に 収 納 す る 際 に 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ か ら 取 り 外
す 必 要 が な い の で 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ を 手 間 を か け な い で 簡 単 に フ ロ ア 凹 部 １ ６ 内 に 収
納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
加 え て 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ の 後 面 ２ ４ ａ を 、 フ ロ ア 凹 部 １ ６ を 構 成 す る 後 壁 １ ８ の 上 端
１ ８ ａ に 当 接 す る こ と で 、 コ イ ル ば ね ８ ７ （ 図 ４ 参 照 ） の ば ね 力 に 抗 し て 左 ヘ ッ ド レ ス ト
２ ４ を 回 転 シ ャ フ ト ８ ５ を 軸 に し て 矢 印 ｒ の 如 く 折 り 畳 む よ う に 構 成 し た 。
よ っ て 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ の 回 転 軸 部 ９ １ か ら 偏 芯 さ せ た 軸 や 、 ワ イ ヤ な ど の 部 材 を 不
用 に で き る の で 簡 単 な 構 成 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
次 に 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ の 復 帰 動 作 を 図 ２ ０ ～ 図 ２ ４ に 基 づ い て 説 明 す る
。
図 ２ ０ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
Ｓ Ｔ １ ０ ； テ ー ル ゲ ー ト を 開 放 し 、 シ ー ト 操 作 ボ タ ン を 押 し て 復 帰 ス イ ッ チ を オ ン に す る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
Ｓ Ｔ １ １ ； シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 車 体 後 方 に ス イ ン グ さ せ る 。
Ｓ Ｔ １ ２ ； シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 復 帰 位 置 に ロ ッ ク す る 。
Ｓ Ｔ １ ３ ； シ ー ト バ ッ ク を 人 手 で 引 き 起 こ す 。
以 下 、 Ｓ Ｔ １ ０ ～ Ｓ Ｔ １ ３ の 内 容 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
図 ２ １ は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る 第 １ 作 用 説 明 図
で あ り 、 Ｓ Ｔ １ ０ に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
使 用 者 １ ４ ５ が 車 体 １ ７ 後 部 に 備 え た テ ー ル ゲ ー ト １ ４ ６ を 上 方 に 開 放 す る 。 テ ー ル ゲ ー
ト １ ４ ６ の 開 放 で テ ー ル ゲ ー ト 開 放 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） が オ ン に な る 。
次 に 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ の 後 方 に 設 け た シ ー ト 操 作 ボ タ ン ２ ６ の 復 帰 操 作 部 ２ ６ ｂ を 指
で 押 し て 復 帰 ス イ ッ チ ３ ８ を オ ン に す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
テ ー ル ゲ ー ト 開 放 ス イ ッ チ が オ ン で あ る こ と を 制 御 部 ３ ６ で 検 出 し た 後 、 揺 動 手 段 ３ ０ の
駆 動 モ ー タ ５ ５ （ 図 ２ 、 図 ３ 参 照 ） を 駆 動 す る 。

10

20

30

40

50

(12) JP 2004-203353 A 2004.7.22



こ れ に よ り 、 駆 動 モ ー タ ５ ５ を 駆 動 さ せ て シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を 、 支 軸 部 ２ ８ を 軸 に し
て 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ と 一 体 に 矢 印 ｓ の 如 く 車 体 前 方 に ス イ ン グ さ せ 、 フ ロ ア 凹 部 １ ６ 内
か ら 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ お よ び 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を 一 体 に フ ロ ア 凹 部 １ ６ か ら 取 り 出 し た
と き 、 フ ロ ア 凹 部 １ ６ の 後 壁 １ ８ か ら 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 開 放 し て コ イ ル ば ね ８ ７ の ば
ね 力 で 使 用 位 置 （ 図 ２ ２ （ ａ ） 参 照 ） に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
よ っ て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ お よ び 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ （ 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ ） を フ ロ
ア 凹 部 １ ６ 内 か ら 取 り 出 す 際 に 、 左 ヘ ッ ド レ ス ト ２ ４ を 人 手 で 使 用 位 置 に 戻 す 手 間 を 省 く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
図 ２ ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る
第 ２ 作 用 説 明 図 で あ る 。 （ ａ ） は Ｓ Ｔ １ １ 、 （ ｂ ） は Ｓ Ｔ １ ２ の 前 半 に つ い て の 説 明 で あ
る 。
（ ａ ） に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ が 矢 印 ｓ の 如 く 車 体 前 方 に 向 け て ス イ ン グ す る こ
と に よ り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ が フ ロ ア 側 に 近 づ く 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
（ ｂ ） に お い て 、 ラ ッ チ １ ３ ６ の 係 合 溝 １ ４ １ の 上 辺 １ ４ １ ｂ が ス ト ラ イ カ １ ４ ２ に 当 接
す る 。 こ の 状 態 で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ （ （ ａ ） 参 照 ） と 一 体 に 左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手
段 ３ ２ の ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ５ お よ び ラ ッ チ １ ３ ６ が 矢 印 ｓ の 如 く 下 降 す る こ と に よ り 、 係 合
溝 １ ４ １ の 上 辺 １ ４ １ ｂ を ス ト ラ イ カ １ ４ ２ で 押 し 上 げ て 、 ラ ッ チ １ ３ ６ が ラ ッ チ ピ ン １
３ ７ を 軸 に し て 矢 印 ｔ の 如 く 回 転 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
図 ２ ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る
第 ３ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ １ ２ の 後 半 に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 ラ ッ チ １ ３ ６ が ロ ッ ク 位 置 に 戻 り 、 ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ が オ フ に な る 。
制 御 部 ３ ６ （ （ ｂ ） 参 照 ） が ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ の オ フ を 検 知 し 、 揺 動 手 段 ３ ０ の 駆 動 モ
ー タ ５ ５ （ 図 ２ 、 図 ３ 参 照 ） を 停 止 す る 。
加 え て 、 制 御 部 ３ ６ が ラ ッ チ ス イ ッ チ ６ ２ の オ フ を 検 知 し 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ の 駆 動
モ ー タ ７ ０ （ 図 ５ 参 照 ） を 駆 動 す る 。 駆 動 モ ー タ ７ ０ の 駆 動 で 、 図 １ １ （ ｂ ） ～ 図 １ ２ と
同 様 に 、 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ （ 図 ５ 参 照 ） を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
（ ｂ ） は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ を 左 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 ３ ２ で 使 用 位 置 に ロ ッ ク し た
状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
図 ２ ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る
第 ４ 作 用 説 明 図 で あ り 、 Ｓ Ｔ １ ３ に つ い て の 説 明 し た も の で あ る 。
（ ａ ） に お い て 、 使 用 者 １ ４ ５ が 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ に 手 １ ４ ８ を 掛 け て 、 左 シ ー ト バ ッ
ク ２ ２ を 回 転 軸 部 ９ １ を 軸 に し て 捩 り ば ね （ 図 示 せ ず ） の ば ね 力 に 抗 し て 矢 印 ｕ の 如 く 車
体 後 方 に ス イ ン グ す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
（ ｂ ） に お い て 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を 所 望 の 位 置 ま で ス イ ン グ さ せ た と き 、 シ ー ト 操 舵
ボ タ ン ２ ６ の 復 帰 操 作 部 ２ ６ ｂ か ら 指 １ ４ ７ を 離 す 。
制 御 部 ３ ６ が 復 帰 ス イ ッ チ ３ ８ の オ フ を 検 知 し 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ７ の 駆 動 モ ー タ ７ ０ （
図 ５ 参 照 ） を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
駆 動 モ ー タ ７ ０ の 駆 動 で 、 図 １ ４ ～ 図 １ ５ （ ａ ） と 同 様 に 、 左 ロ ッ ク 機 構 ４ ６ （ 図 ５ 参 照
） を ロ ッ ク 状 態 に 戻 す 。 こ れ に よ り 、 左 シ ー ト バ ッ ク ２ ２ を 所 望 の 位 置 に 保 持 す る こ と が
で き る 。
第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ の 復 帰 動 作 が 完 了 す る 。
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こ の よ う に 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ に よ れ ば 、 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ を 電 動 で フ ロ
ア 凹 部 １ ６ に 収 納 す る こ と が で き 、 フ ロ ア 凹 部 １ ６ か ら 使 用 位 置 に 復 帰 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
な お 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２ ０ を ６ ～ ７ 人 が 乗 車 で き る 車 両
の 第 ２ リ ヤ シ ー ト １ ５ に 適 用 し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 ２
０ は こ れ に 限 ら な い で 、 ４ ～ ５ 人 が 乗 車 で き る 車 両 の リ ヤ シ ー ト に 適 用 す る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 左 右 の ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ ， ５ ２ を 左 右 の シ ー ト バ ッ ク ２ ２ ，
２ ３ に そ れ ぞ れ 内 蔵 し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら な い で 、 左 右 の ロ ッ ク 解 除 手
段 ４ ７ ， ５ ２ を シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ に 内 蔵 す る こ と も 可 能 で あ る 。
こ の 場 合 に は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ １ の う ち の 、 左 右 の ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ ， ５ ２ に 対 応
す る 部 位 に フ ァ ス ナ １ ３ １ ， １ ３ １ を 備 え 、 フ ァ ス ナ １ ３ １ ， １ ３ １ の 内 側 に 作 業 孔 １ ３
２ ， １ ３ ２ を 備 え る 。
よ っ て 、 フ ァ ス ナ １ ３ １ ， １ ３ １ お よ び 作 業 孔 １ ３ ２ ， １ ３ ２ を 開 い て 、 連 結 ケ ー ブ ル １
１ ０ を 駆 動 モ ー タ ７ ０ か ら 簡 単 に 切 り 離 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
さ ら に は 、 フ ァ ス ナ １ ３ １ ， １ ３ １ お よ び 作 業 孔 １ ３ ２ ， １ ３ ２ を 左 右 の シ ー ト バ ッ ク ２
２ ， ２ ３ の 後 面 に 設 け た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら な い で 、 左 右 の シ ー ト バ ッ ク
２ ２ ， ２ ３ の 前 面 や 側 面 に な ど の そ の 他 の 部 位 に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 ４ ７ に ア ク チ ュ エ ー タ と し て 駆 動 モ ー タ ７ ０
を 例 に 説 明 し た が 、 駆 動 モ ー タ ７ ０ に 限 ら な い で 、 そ の 他 の ア ク チ ュ エ ー タ を 使 用 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 構 成 に よ り 次 の 効 果 を 発 揮 す る 。
請 求 項 １ は 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に ロ ッ ク 解 除 手 段 を
内 蔵 し 、 ロ ッ ク 解 除 手 段 の ア ク チ ュ エ ー タ を 連 結 ケ ー ブ ル で ロ ッ ク 機 構 に 連 結 す る と と も
に 、 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 し 可 能 に 構 成 し た 。
加 え て 、 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 切 り 離 す た め に 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト
ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に 開 閉 自 在 の 作 業 孔 を 設 け た 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
よ っ て 、 ロ ッ ク 解 除 手 段 の 操 作 中 に 、 起 こ り え な い こ と で あ る が 、 万 が 一 ア ク チ ュ エ ー タ
が 故 障 し た 場 合 に 、 作 業 孔 を 利 用 し て 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 簡 単 に 外 す こ と
が で き る 。
こ の よ う に 、 連 結 ケ ー ブ ル を ア ク チ ュ エ ー タ か ら 外 す こ と で 、 ロ ッ ク 機 構 か ら ア ク チ ュ エ
ー タ を 切 り 離 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 機 構 を ロ ッ ク 状 態 に 戻 す こ と が で き 、
シ ー ト バ ッ ク を 静 止 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
一 方 、 ロ ッ ク 機 構 か ら ア ク チ ュ エ ー タ を 切 り 離 し た 状 態 で 、 連 結 ケ ー ブ ル を 手 動 で 引 張 る
こ と に よ り ロ ッ ク 機 構 の ロ ッ ク を 解 除 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ト バ ッ ク を 所
望 位 置 ま で ス イ ン グ さ せ て 、 好 適 な 姿 勢 に 静 止 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
こ の よ う に 、 万 が 一 ア ク チ ュ エ ー タ が 故 障 し た 場 合 に 、 マ ニ ュ ア ル 操 作 で シ ー ト バ ッ ク の
姿 勢 を 好 適 に 保 つ こ と が で き る の で 、 車 両 の 使 い 勝 手 を よ り 一 層 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
加 え て 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 の い ず れ か 一 方 に 開 閉 自 在 の 作 業 孔 を 設
け る こ と で 、 万 が 一 ア ク チ ュ エ ー タ が 故 障 し た 場 合 に 、 作 業 孔 を 利 用 し て ア ク チ ュ エ ー タ
の 修 理 を 簡 単 に お こ な う こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 備 え た 車 両 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 を 詳 細 に 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 図 ２ の ４ － ４ 線 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は ヘ ッ ド レ ス ト を 前 倒 さ せ た 状 態
を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の リ ク ラ イ ニ ン グ ア ジ ャ ス タ の ロ ッ ク
機 構 お よ び ロ ッ ク 解 除 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ロ ッ ク 解 除 手 段 を 示 す 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ロ ッ ク 解 除 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ロ ッ ク 解 除 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー
ト
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 １ 作 用 説 明
図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ２ 作 用 説 明
図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ３ 作 用 説 明
図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ４ 作 用 説 明
図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ５ 作 用 説 明
図
【 図 １ ６ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ６ 作 用 説 明
図
【 図 １ ７ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ７ 作 用 説 明
図
【 図 １ ８ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ８ 作 用 説 明
図
【 図 １ ９ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 収 納 動 作 を 説 明 す る 第 ９ 作 用 説 明
図
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー
ト
【 図 ２ １ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る 第 １ 作 用 説 明
図
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る 第 ２ 作 用 説 明
図
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る 第 ３ 作 用 説 明
図
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 に 係 る 車 両 用 シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 の 復 帰 動 作 を 説 明 す る 第 ４ 作 用 説 明
図
【 図 ２ ５ 】 従 来 の 車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 の 断 面 図
【 図 ２ ６ 】 従 来 の 車 両 用 シ ー ト の 収 納 構 造 の 作 用 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … 車 両 、 １ ５ … 第 ２ リ ヤ シ ー ト （ 車 両 用 シ ー ト ） 、 １ ６ … フ ロ ア 凹 部 、 ２ ０ … 車 両 用
シ ー ト の 電 動 収 納 構 造 、 ２ １ … シ ー ト ク ッ シ ョ ン 、 ２ ２ … 左 シ ー ト バ ッ ク （ シ ー ト バ ッ ク
） 、 ２ ３ … 右 シ ー ト バ ッ ク （ シ ー ト バ ッ ク ） 、 ４ ６ … 左 ロ ッ ク 機 構 （ ロ ッ ク 機 構 ） 、 ４ ７
… 左 ロ ッ ク 解 除 手 段 （ ロ ッ ク 解 除 手 段 ） 、 ４ ９ … 渦 巻 き ば ね 、 ５ １ … 右 ロ ッ ク 機 構 （ ロ ッ
ク 機 構 ） 、 ５ ２ … 右 ロ ッ ク 解 除 手 段 （ ロ ッ ク 解 除 手 段 ） 、 ７ ０ … 駆 動 モ ー タ （ ア ク チ ュ エ
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ー タ ） 、 １ １ ０ … 連 結 ケ ー ブ ル 、 １ ３ ２ … 作 業 孔 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

(21) JP 2004-203353 A 2004.7.22



【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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